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軽率工も牽しけろ賓風琴で歌碑禍の巧笹卜洋才 
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事美概要 　● �・経歴 

●ビ謂笹薮洒給酔顔乙離孝一腐軽部嫡頭 

代表者 �街歳　三麿 
年　商 �／拍♂昂 

設立年月日 �紹み‾ユタキ＿ 

資本金 � 

従薫員数 �‾尊姐慮　3　人 

自社商品・サービ スの特徴・こだわり �．取扱鮎の紹介　　、敵酌払＿直な商魂、班如 

‡雲量蓋慧欝諾弘判馳て鞠庫で凋p鮎る・ 　　蝕ブ紬‖＿ていま写。 

将来ビジョン 人材育成方針 先輩社員からの メッセージ 備考 写真 �習謂慧諾去親展て鏑木た唐草丸紅蘇在る‾針仁 　吟返り東風痛か頼ま．帝しいん呼号 　加え烏丸孝があまれ 

・どのような社鼻になってほしいか 

濁窟冨謂謂蒜諾‘方法など’ 　　　　　　1＿して承きまず。 
広。鳳折モ帝っ声庭襲l＝喪，て軋止と凱て」、まず。 

由如基礎Cぁ去‾示フライqql車tサ 

恥線軌て揖く鮎昨季で一軒・．ぜひ一癖半新しし＼ 呵ブて圧力て尽くしましょうゎ 
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